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採集した本種の雌雄の主な特徴はＦｉｇ．１に，その計

測値はＴａｂｌｅｌに示した．そのうちとくに，雌の大き

さ(平均値68.70×2.17ｍｍ)，虫卵の大きさ(平均値0.058

×0.030ｍｍ)，頭端の口唇の数（３対）とその形態，口

唇外縁の乳頭の数（３対）とその配列，口唇内の歯状突

起denticulationの形とその突起数(４～５個)，円筒形

の口裏，雌の陰門の位置の頭端よりの長さ(平均値29.93

ｍｍ)，雄の肛門付近に存在する有柄の前肛乳頭（４対）

と後肛乳頭(２対)，および導刺帯を持つ１対の交接刺の

形態などによって，宮田（1939)，山口（1941）らによ

り報告されたハoroqP/'wl-α''2(`γiｓ（Gmelin，1970）

Seurat，1915に一致するものと考えた．

Ｂ、BoroSPノパ〃α’"'"ﾌﾟｓ（Gmelin）の採集成績

名古屋市中村，港の両区において採集したドブネズミ

94頭（雌44,雄50）のうち，１６頭（雌６，雄10）の冑か

らＰ.〃zz〃ｉｓを88個体（雌51,雄37）検出し，その寄生

率は17.02％であった（Table２）．ドブネズミの雌雄

ともに本種の寄生が見られ，１６頭のうち，幼獣（体重が

1009以下）４頭からも本種を採集することができた

(Table３）．今回は調査地域を名古屋市内の一定地域に

限定し，また剖検した幼獣の数も限られているので，全

市のそして，宿主の全年齢にわたる寄生率を求めること
はできなかったが，本調査の成績は今まで採集された他

の都市よりは高い寄生率を記録した．

Ｃドブネズミより採集した他の寄生蠕虫の寄生状態

Table３，Ｆｉｇ．２に示すようにＰ.〃JMSの他に９４

頭のドブネズミより線虫類４種，肝からＣａｐｉＺｍｒｉａ

ハビＰａｒ/Ｃａ（Bancroft）（寄生率7.45％)，膀胱からＴｒｉｃ－
ハCSO"'０/ａｅｓｃｒａｓｓ/cａＭａ（Bellingham）（1.06％)，大腸

からＨ'Zel-aﾊ/ｓＪ１Ｐ","osaSchneider（18.09％)，′]､腸か

名古屋市内の中心地区において，ドブネズミＲａ、(ｓ

"ｏｒＵｅｇ/ｃ２`ｓの胃からSpiruridaeに属する巨大な線虫

P'刀Zo”/７mγα〃１１〃な(Gmelin，1970）Seurat，1915を多

数採集し，形態，生態，発育史について調査し，若干の
新知見を得たので，その概要を報告する．

材料および方法

名古屋市，中村区の国鉄名古屋駅地域,,港区の臨港地

域のピル，倉庫内および昭和区，千種区，南区の人家内

に生捕金網かごを設置して家鼠を採集し，その体長，尾

長，足長，耳長，体重などを計測した後に冷凍し，捕獲

後24時間内に内臓諸器管を剖検して，内部寄生蠕虫類を

採集した．検出した条虫類は末固定のままで検鏡し，必

要に応じて，これを圧平して加温70％アルコールで固定

し，デラフィールドのヘマトキシリンとエオジンで二重

染色して，カナダ・バルサムで封入し，線虫類は加温７０

％アルコールで固定後にラクト・フェノールで封入し

て，検鏡し同定した．同時に虫卵を同定の補助とした．

捕獲鼠の冑より採集したＰ.〃！【`ﾉｰﾉｓの卵はその一部を発

育史の実験に供した．昭和区，千種区，南区などにおい

て捕獲した家鼠はドブネズミ２５頭であるが，本種の寄生

を認めなかったので，今回の報告より除き，クマネズミ

ＲａｒＺＷｓｒａｒｍｓは成獣４頭，幼獣４頭を剖検したが，

本種は得られなかったので，本報告より除いた．Ｐ．

'"z`'一ｉｓの卵の試食実験には累代飼育したゴキブリ３種を

使用し，実験に用いたラット（雑系）は使用前に３回の

糞便検査を実施して，Ｐ・’'１Ｍｓその他の寄生蠕虫卵の
ないことを確かめて後に実験に供した．

結果

Ａ・DoZoSPilw7a7）zＭｓ（Gmelin）の形態

（２８）
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Ｆｉｇ．１P7-oroSPZγｚｚ７ａ？"”ｉｓ（Gmelin，1790）

Ａ、Ｈｅａｄｏｆｆｅｍａｌｑａｐｉｃａｌｖｉｅｗ，

BAnteriorextremityoffemale，lateralview・

CPosteriorextremityofmale，ventrolateralview．

Ｄ・Spicules，lateralview・

Abbreviationbcbuccalcav1ty,esesophagus，gbgubernaculum，１１ip，ｎｒｎｅｒｖｅｆｉＤＤｒｅｖｌａＬｌＯｎ、ＤＣＵｕｃＣａ１ｃａｖ１[ｙ，ｅＳｅｓＯＰＬ１ａｇｕＳ，ｇＯｇＵＤＣｒｎａＣＵｌＵｍ，Ｌ１１Ｐ，ｎｒｎｃｒＶｅｒｌｎｇ，

pappapillae，spspicule．

らZMfZrosr7o"９３ノルS67nsiZZe"sZs（Travassos）（2.13％）雄１）チヤバネゴキプリＢｍがeZZa深7-"zα，zZca2個体

を採集した．また，条虫類２種，すなわち，小腸から（雌１，雄１）に摂取させ，２０日後にこれらを剖検した．

Ｈｙ,"e"oZePisai7,』ﾉﾌzz`Zａ（Rudolphi）（39.36％)，肝かその結果チヤバネゴキブリの雌雄両方に本種の感染を認

らＣ)ﾉsr姪,℃“／IzscioZa7-/ｓ（36.1％）を採集した．め，その胸腔から14,腹腔から７，計21個体の被嚢幼虫

ＤＰγ０㎡oqPzγz`7-α〃zl`γ/ｓ（Gmelin）の発育史についを得ることができた．次いで，約2000個の成熟卵をチヤ

ての実験結果バネゴキブリ３個体（U雄）に摂取させ，３０日後にこれら

Ｔａｂｌｅ４に示すように本種の成熟卵約500個を累代飼を剖検し，その全個体に感染を認め，胸腔から１１６，腹

青したワモンゴキブリ丘ﾉｰiPm"eまaa77ze7-zcα"α２個体膣から68,計184個体の被嚢幼虫を得ることができた．

(雌1,雄1)，クロゴキブリＰ.”ZfgJ"ｏｓａ２個体（雌1，さらにＴａｂｌｅ５に示すように，本種の濃厚な浸淫地

（２９）
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TablelMeasurementsofadultDoZoWγ”αｍ”ｉｓ（Gmelin）collectedinNagoyaCity

Average＆rangeoflOfemales Average＆ｒａｎｇｅｏｆｌＯｍａｌｅｓＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｉｎｍｍ

68.70(56.0～85.0）

2.17（1.37～3.14）

0.61（0.55～0.69）

0.95（0.81～1.53）

7.34（6.14～8.95）

29.93(22.09～35.74）

0.42（0.34～0.52）

33.45(29.0～44.0）

1.08（1.02～1.30）

0.37（0.24～0.47）

0.75（0.62～0.96）

5.58（4.97～6.38）

Lengthofbody

Breadthofbody

Nerveringfromhead-end

Excretoryporefromhead-end

Lengthofesophagus（includingbulb）
Vulvafromhead-end

Anusfrorntailｅｎｄ 0.63（0.54～0.74）

Lengthofspicule

largeone

smallｏｎｅ

1.38（1.21～1.45）

1.15（1.01～1.27）

0.058(0.056～0.061)×

0.030(0.028～0.032）
Ｅｇｇ

Table2RecordsofPﾉｍｏＷ'ｗ７ａｍ”ｉｓ（Gmelin）collectedinJapan

Numberof

hosts

examined

Number

ofhosts

infected

Positive

rate（％）
lnvestigator Yearreported HostsLocality

Ｓ〃Ｃ
・
Ｚ

ｇ
⑮
蛎
砥
蛎
蛎
唖

ｅＵ
Ｚ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

ｃ
・
２
．
２
．
２
．
２
．
２

γＯ
Ｓ
．
》
電
電
電
電
電

、
趣
河
痂
、
祠
祠
泡

〃
α
０
０
０
Ｃ
Ｏ
ｏ

が
γ
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ａ
。
。
。
。
。
。
・

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Kobe(ｉｎboat）Miyata 1939

４
５
９
１
６
４
３
４

３
２
４
２
１
６
０
９

１
１
８
１
７
２
１

４
７
１
１
３
５
１
６

１
１

１

５
０
２
２
２
９
７
２

４
６
１
８
４
８
９
０

●
●
●
●
●
●
●
●

０
３
０
０
０
１
０
７

１
１

１

'939

1936

1943

1946

1954

1968

Kobe(ｏｎland）

Tokyo
Fukuoka

Kagoshima

Tokyo

Nagoya＊

Miyata

Tanabe＆Takeishi

Nishimura

Miyazaki

Hayasｈｉ

ＳｈｏｇａｋｉｅｔａＬ

＊Nakamura-kuandMinato-kuinNagoyaCity、

Table3ParasitichelminthfaunaofｂｒｏｗｎｒａｔｓｃｏｌｌｅｃｔｅｄｉｎｔｈｅａｒｅａｏｆＮakamura-kuand

Minato-ku，NagoyaCity
A・Nematoda

l，BoZoSPi7"γα〃z"γｉｓ（Gmelin，1970）Seurat，１９１５
２．ｏｚ'i"αγ/α/zePaZica（Bancroft，1893）Travassos，１９１５
３．T7icAoso"zoicJesc7assicα"αａ（Bellingham,1840）Railliet，１８９５

４．ＨｂＺｅ７ａＡｉｓＳＰ"mosaScheider，１８６６
５．１VIがosZro"gツルｓ６７ａｓｉ此'加（Travassos，1914）TravassosetDarriba，１９２９

Ｂ，Cestoidea

６．Ｈ)wze"oZePisai"z伽Zａ（Rudolphi，1891）Blanchard，１８９１
７．ＱＭｃｅγc"sjGzsciomγis：cysticercusofTaelJ/αＺａｅ"iaG/bγ'，zis＜Batsch，1786）Wollthiigel，１９１１

ＮｕｍｂｅｒＮｕｍｂｅｒｏｆｂｒｏｗｎｒａｔｓＮｕｍｂｅｒｏfparasites infected
Dateof

BodyweLocation brownSpeciesofparasitiｃｈｅｌｍｉｎｔｈ

ＯｏＵ……FemMaleTotal器h({fibFemaleMaleTotal

dissectedale～９９～380

●
１

ｔ
１
ノ

．
⑱
ｅ
雍
佃

Ｄ
Ｌ
ｖ
ｒ

Stomach24/May，
Liveｒ ′６８

Bladder l

Largeint,２２/Feh

Smallint．′６９

Smallint・

Liver

７
０
０
１
５

３
０
２

１

８
９
１
０
２
５
６

８
７
２
６
５

３
１
１

６
４
１
０
０
４
５

１
１
１

５１１．ＰｍＺＯ”ｉ７Ｗ７ａｍｚｚγｉｓ

2.ｏｚが"αγｉａｈ"αがCａ ９

３．Ｔγ/c/boso"zo/此ｓｃｒａｓｓｉｃα"cJa１

２６９４．ＨｂＺｅ了ａｈｉｓＳＰｚｲ、Csα

５．Ｍ〃osoZγo"gyms〃αsi脱刀ｓｉｓ９６

６・ＬＭＺｅ"０Ｊ"ｉｓａｉ”"“α

7．CysZiceγc"ｓ/izscioZαγｉｓ

４
４
４
４
４
４
４

９
９
９
９
９
９
９

０
３
０
７
２
３
９

１
２
１

６
７
１
７
２
７
４

１
１
３
３

４
０
０
０
０
２
１

２
７
１
７
２
５
３

１
１
３
３

1７．０２

７．４５

１．０６

１８．０９

２．１３

３９．３６

３６．１７

(３０）
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Table4ExperimentalinfectionofcockroacheswithPmZoW7"γα'""γｉｓ（Gmelin）

Numberofencysted
larvaefound

Dateof

infectio‐

uｓｆｅｅｄ

ｗｉｔｈ

ｅｇｇｓ

Number

ofeggs
glvento
cockroa‐

ches

Dateof

cockroa‐

chesdi‐

ssected

Ｄａｔｅｏｆ

ｅｇｇｃｏｌｌ
ｅｃｔｌｏｎ

Species＆ｎｕｍｂｅｒof
cockroachesgiveninf
feeds

Sex＆number

ofcockroaches

infected
Thoracic

cavityof
host

Abdominal

cavityofTotal
host

H:｢臓二:;'1搬孟哩仙
●

０００

241鰭，伽ﾉﾙ､…50,Ｍ"… 〃

２(Femalel，Ｍａｌｅｌ）
０１０

BmrzeZm深γ"zα"ｊｃａ

２(Femalel，Ｍａｌｅｌ）

Ｆｅｍａｌｅｌ

Ｍａｌｅｌ

1０

４

５
２

５
６

１

〃

1４ ７２１

Femalel

l4/DｅｃＦｅｍａｌｅｌ

Ｆｅｍａｌｅｌ

５
４
７

２
４
４

６
０
２
２
４

１
４
９

３
６
８8Nov． Ｂ〃zreZ〃９℃γ"α"ｊｃａ

１４/Nov・ｃａ２０００
′６８ ３(Female）

Grandtotal 116６１８４

Table5LarvaeofPmZoW'ｗγα'""γｉｓ（Gmelin）foundinnativecockroaches，

BmZZeﾉｒｍ鐸7-ﾉﾌﾞzα"icaLinn6intheareaofNagoyaRailwayStation

NumberofcockroachesNumberofcockroachesNumberOfencystedlarvaefoundexamined infected
Dateof

collection

Positive

rate(％）
Thoracic

cav1ty
ofhost

Abdominal

cavlty
ofhost

FemaleMaleTotalFemaleMaleTotal Total

５/Sept、
1

25/Feb．

'６８

８２３０１１２７３１０

'６９

4３ 3３ 7６８．９３

Table6ExperimentalinfectionofwhiteratswithencystedlarvaeofBoZo”iγ"γα’""γiｓ（Gmelin）

Dateofinfectious

feedwitheggstoｅｘｐ
ＢｍｚｚｅＪｍｇｒ７ｍα"ica

DateofinfectiousNumberofcysts
feedwithenc．collectedin

larvaetoexp・ｒａｔＢＺａなｅＺｍｇｐ７"zα"ｊｃａ

ＤａｔｅｏｆｅｘｐｒａｔｓＮｕｍｂｅｒｏｆＰ、ノ"zJ7iSfound
dissected

Female MaleTotal

18/NoW68揺麗bfnaMnfecti｡。］…tuMul上0
1

２７／Jan・’'6９、１

14/DeQ,`68鴛麗6比xpMecti｡｡…､…dul上0
1

19／Feb.,'6９、１14/Nov.,′6８

域である国鉄名古屋駅地下街において，昭和43年(1968）

９月15日より翌年（1969）２月25日に至る間にチヤバネ

ゴキブリ112個体（雌82,雄30）を採集し，これらを剖

己検したところ，そのうち10個体（雌７，雄３）から本種

のものと思われる被襄幼虫76個体（胸腔から43,腹腔か

ら33）を検出した．すなわちこの地域の自然感染率は

893％であった．

Ｔａｂｌｅ６に示すように，自然界のチヤバネゴキブリよ

り得た被嚢幼虫16個体と実験チヤバネゴキブリより得た

被雲幼虫20個体をそれぞれラット一頭ずつに摂取させ，

前者においては40日後にＰ・’'２，sの未熟雌成虫(36.98

×0.96ｍｍ）（Fig.３）を１個体，後者においては６７日

後に同じく本種の未熟雌成虫（56.87×1.28ｍｍ）（Fig.

２）を１個体，胃から検出した．

Ｅ・PmZoqP伽７℃ｚ〃z"γiｓ（Gmelin）の人為感染と自

然感染の被嚢幼虫の形態の比較成績

チヤバネゴキブリより得た人為感染（205個体，胸腔

から130個体，腹腔から75個体）および自然感染（76個

（３１）
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Fig.２Egg，larva，adultandintermediatehostPmZoSP伽γα，"z`'７ｓ（Gmelin)，and
eggofhelminthparasitescolleｃｔｅｄｆｒｏｍｂｒｏｗｎｒａｔ

Ａ・EncystedlarvaofP、ｍｚＪ７ｉｓｆｏｕｎｄｉｎｅｘ、cockroach
B・EncystedlarvaofP．〃z〃γisfoundinnativecockroach

C・Ｅｘｐ、cockroach，ＢＺａＺＺｅＪｍｇＥγ"zα"ｊｃａ．
Ｄ・ＬａｒｖａｏｆＰ，mzz7isfoundinnativecockroach

E、ＦｅｍａｌｅａｄｕｌｔｏｆＰ．、zJγｉｓｆｏｕｎｄｉｎｅｘｐ・ｗｈｉｔｅｒａｔｉnfectedwithenc．ｌarvae
collectedfromexpcockroach．

Ｆ、ＦｅｍａｌｅａｄｕｌｔｏｆＰ．〃z〃γｉｓｆｏｕｎｄｉｎｅｘｐ・whiteratinfectedwithenc、larvae
collectedfromnativecockroach

G・ＥｇｇｏｆＰ・’'2"γis．Ｈ、ＥｇｇｏｆＭ'Pos〃o"gｺﾉJ"ｓ６７ａｓｉ此"sis、
１．ＥｇｇｏｆＬﾙteγα肋妙""DOS“ Ｊ・ＥｇｇｏｆＴγ/c/ioso"zo/cJescγαssicazｨαα、
Ｋ、ＥｇｇｏｆＯＷＺｍ７ｉα/i"αZ/Ｃａ．ＬＥｇｇｏｆＨｙｍｅ"oZePiSail"/"`‘Zα、

（３２）
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Table7Comparisonbetweenexperimentalandnaturalinfectioninthemeasurementof

encystedlarvaeofPmZoSPiγ"γαｗ"γ/ｓ（Gmelin）

Number

Encystedlarvaeof
larvae

Anusfrom

tailend

（ｍ、）

Excretory
porefrom

head-end(ｍ、）

Nervering
fromhead‐

end（ｍ、）

Ｌｅｎｇｔｈｏｆ
ｃｙｓｔ（ｍ、）

Ｌｅｎｇｔｈｏｆ
ｂｏｄｙ（ｍ、）

Breadthof

body（ｍ、）

*０．６１６±０．０２９

（0.556
-0.677）

０．１６０±０．００３

(0.145
-0.166）

０．０６７±０．００４

(0.056
-0.071）

１．３５２±０．０３６

(1.288
-1.403）

０．０５２±０．００２

(0.046
-0.054）

０．１１４±０．００５

(0.107
-0.128）

Experimental
infection

2０

０．０９５±０．００４

(0.056
-0.069）

０．６０±０．０４０１．３４６±０．０５２０．０５４±０．００２

(0.527 （1.262 （0.048
-0.687）-1.420）-0.056）

０．１５３±０．００７

(0.143
-0.166）

０．１１２±０.ＣＯ４

(0」05
-0.122）

Natural

infection
2０

＊Ｍｅａｎ±Standarddeviation（Range）

いて捕獲したドブネズミ５１頭（雌22,雄29）のうち，１７

頭（雌６，雄11）よりヨーロッパ・ネズミノミMSOｶｰ

Ｍ此MzsciaZ"ｓ５０個体（雌31,雄19）を採集した．し

かし，これらのネズミノミの体内からＰ・’'１z〃/sの被嚢

幼虫を検出することはできなかった．

体，胸腔から43個体，腹腔から33個体）の被嚢幼虫，計

281個体のうち，胸腔から173個体（全体の61.57％)，

腹腔から108個体（38.43％）を記録しており，人為感

染，自然感染ともに腹腔よりも胸腔に寄生する被嚢幼虫

が多かった．Ｆｉｇ．２に示すように，人為感染，自然感

染ともに本幼虫の被嚢の形は一定していないが，大部分

のものは球形または楕円形であり，その外側は弾力のあ

る乳白色の膜で包まれ，普通はさらに，この外層の周囲

を小気管が取囲んでいる．被嚢内には普通１個体，稀に

２個体の幼虫が廻転螺旋状になり，潜居している．被嚢

幼虫の被嚢の大きさ，被嚢より取り出した幼虫の大き

さ，幼虫の頭端より神経環および排泄孔までの長さ，尾

端より肛門までの長さなどの人為感染および自然感染の

被嚢幼虫についての計測値はＴａｂｌｅ７に示すようであ

る．さらにＦｉｇ．３に示すように両系統の被嚢幼虫の諾

形質の計測値は排泄孔の位置を除いて，両者一致してい

る．すなわち，被嚢の最大幅，被嚢より取り出した幼虫

の体長，体幅，頭端より神経環までの長さ，尾端より肛

門までの長さなどについての平均値は人為感染幼虫と自

然感染幼虫の間に有意差はなく，ただ，頭端より排泄孔

までの長さについて両者間にわずかながら有意差が認め

られた（95％の信頼度)ｈ,

前述したように，実験のチヤバネゴキブリより得た

人為感染の被嚢幼虫と野生のチヤバネゴキブリより得た

自然感染の被嚢幼虫とをラットに試食させて，両者とも

Ｒ，""γ/ｓの雌成虫を得たことと，両者の諸形質の一致

していることより，両系統の被嚢幼虫は同一種であると

いうことができる．

Ｆ，BoZoWγ'”α’"m７ｉｓ（Gmelin）の中間宿主とし

てのネズミノミ

国鉄名古屋駅地域を主とする中村区において捕獲した

ドブネズミ43頭（雌22,雄21）よりはネズミノミを採集

することはできなかった．臨港地域を主とする港区にお

考察

１．山口（1961)，YorkeandMaplestone（1962）ら

はSubfamilySpirurinae内のMJsZOPAo7z`sDiesing

をＰｍＺｏＷγ”αSeuratのsynonymとして，本種の，

学名をＰ.，""γｉｓ（Gmelin，1970）Seurat，１９１５とし，

SkrjabinandSobolov（1963)，Grassさ（1965)，Levine

(1968）らはMJsZOP/iolwsとＰｍｔｏ平伽γαを区別しか

本種の学名をＭ、"γ/ｓ（Gmelin，1790）Chitwood，

1938としている．その詳細な検討は今後にゆずって，今

回は本種の学名を宮田（1939)，山口（1961）らに従い

P.〃JMS（Gmelin）とした．

２．名古屋地方の家鼠の寄生蠕虫類についての調査研皇

究は，古くは安藤・露木（1923,1926）によりなされた＿

Echinostomatidaeの吸虫類の形態，発育史の詳細な報

告があり，最近では，武田（1961）によりなされた名古

屋市内の主として，名古屋駅周辺（中村区）の家鼠の寄畠

生蠕虫類の調査がある．武田はドプネズミより採集した

吸虫類のＥｃｈ伽sZo"ｚａｃ/"eZo7c/ｉｉｓＡｎｄｏｅｔＯｚａｋｉ，

条虫類のＨ)wJe"０J”ｉｓα/''2i""tα(Rudolphi)，Ｈ､〃α"α

(vonSiebold)，ｑﾉsZiceγCWS/Zzscioルパs,線虫類のＬルー

Ze7．α肋ＳＰ…osaSchneider，MpPosZγo"gyJ"ｓ’'z"γ/ｓ

(Yokogawa)，AsPic"んγisretγαPre7a（Nitzsch)，Ｓｙ‐

'/ｉａｃｉａｏ６ＭａＺα(Rudolphi)，（C`WZm7iahepatica(Br-

ancroft）の９種を報告している．林（1968）により，名

古屋港湾地域（港区）の家鼠の寄生蠕虫類が調査され，

林はドブネズミより武田の採集したと同様の条虫類，線

虫類を採集し，その他に新に鉤頭虫類のＭｂ"/Z仇γ〃＄

（３３）
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‘ん6/"ｓＭｅｙｅｒの採集記録を追加した．しかし，いずれ

の報告においても，ドブネズミまたはクマネズミよりＰ．

"z"γｉｓは採集されたことがなく，本報告が名古屋市に

おいて，本種の採集された最初の記録である．ドブネズ

ミより採集した線虫類４種，条虫類２種（Table３）は

いずれも武田ならびに林により報告された寄生蠕虫相に

含まれるものである．

３．Ｐ､’'2Ｍｓは世界的に広く分布し，主な宿主は家

鼠のＲａＺｍｓ,Ｍ`ｓであるが，ヨーロッパ，北米などに

おいては，その他にアカネズミApocたれ"s，ヤチネズミ

CJeZhγio"o"zys，野兎SyMZagwS，コットン・ラット

Sjg''zocJo"，ハムスターCriceZ"ｓなどが報告されている

(山口，1961)．本邦においては，最初宮田により神戸港

において，上海，大連航路の船舶内のドブネズミ，クマ

ネズミより採集され，その後，神戸市（宮田，1939)，

東京都（田辺，武石，1936,林，1954)，福岡市(西村，

1943)，鹿児島市(宮崎，1946）などにおいて採集され，

いずれもドブネズミが宿主である．その寄生率は0.12～

1.89％を示したのに反し，名古屋市（中村区，港区）の

ドブネズミにおける寄生率は５月より翌年３月に至る問

の季節において17.02％の高率を示した．

４．本種の発育史については，宮田（1939）により神

戸においての実験成績が報告され，ワモンゴキブリ，チ

ヤバネゴキブリ，コクガ，ヤマトネズミノミ，ヨーロッ

パ・ネズミノミ，メクラネズミノミ，ケオプス・ネズミ

ノミなどが中間宿主となり得ることが証明され，そのう

ちケオプス・ネズミノミＸｅ"oZ)szvJZac比opisにおい

て，実験的にも感染率が高く（16.03％，実験ノミ個体

数1129,感染のみ個体数181），船内の家鼠に寄生する

ケオプス・ネズミノミにおける本種の被嚢幼虫の自然感

染率は1.81％(検査のみ個体数１６６，感染のみ個体数３）

を記録した．また，宮田はゴキブリ（種名，性別，総個

体数は不詳）にＲｍ"γｉｓの成熟卵を試食させて，そ

の24個体に本種の被嚢幼虫の感染を証明したが，野生の

ゴキブリについての自然感染の被嚢幼虫は採集していな

い．筆者らの実験においては実験チヤバネゴキブリ５個

体（雌４，雄１）に成熟卵子を試食させ，その全個体に

感染を認め，また，自然感染率も宮田のケオプス・ネズ

ミノミのそれより高い8.93％を記録した．これに反し，

中村区において捕獲したドブネズミよりはネズミノミを

採集することができず，港区のドブネズミより捕獲した

ヨーロッパ・ネズミノミ50個体（雌31,雄19）の体内か

ら本種の被嚢幼虫は検出できなかったので，名古屋地方一

の自然界においてはネズミノミよりチヤバネゴキブリが

P・’'２Ｍｓの主な中間宿主であると思われる．

５．本種の幼虫の形態，発育過程における生殖原基の

変化，雌雄の分化の時期などについての詳細は目下，観

察を続行中であり，後報する予定である．本種の人体感【

染の有無は未詳である．

要約

1968年５月より1969年３月に至る間，名古屋市内にお

いて，ドブネズミとその寄生蠕虫類，とくにSpiruridae

に属する線虫EmZoSP伽、〃2Ｍｓ（Gmelin）の調査を

実施し，本種の形態，生態，発育史について，若干の新

知見を得た．

１．名古屋市中村区，港区において，捕獲したドブネ

ズミを剖検し，宿主の胃からＰ,-ozoW7"γα''2"γ,ｓ

(Gmelin）を多数（寄生率17.02％）検出し，他の内臓

からCtZPiJmriα/iePaZicα(Bancroft)，Ｔγic/iosomo仇S

cγαssicaMa（Bellingham)，Ｈｂｒｅｒａ肋妙""ZosaSchn‐

eider，Ｍ〃osZro"gy〃ｓ６γαsiJie"siｓ（Travassos）の線

虫類４種とＨｙ"ze"oZePiM伽伽'ａ（Rudolphi)，Ｃ)ﾉsZ-

zce,℃"ｓ/IzscioZarisの条虫類２種を採集した．

２．Ｐ.’"”ｉｓの感染実験をチヤバネゴキブリを用い

て実施し，その全部に人為的に感染さすことができ，さ

らにドブネズミにおける本種の濃厚な感染地域において

採集した野生のチヤバネゴキブリに8.93％の寄生率を示‐

す本種の自然感染を証明し，この両系統の被嚢幼虫の形

態を比較検討して，両者の一致することを明らかにし，

また，両系統の被嚢幼虫をそれぞれラットに試食させ，

おのおの本種の雌成虫を得て，本種の発育史の１つのリ

ングを結ぶことができた．そして，以上の結果からチヤ

バネゴキブリが名古屋地方での主な中間宿主であること

を推定した．

稿を終わるにあたり，指導を賜わった名古屋大学医学

部医動物学教室熊田信夫教授，調査結果の推計学的処理

に助言された真屋清助手，実験動物の飼育，その他に助

力された教室員の諸氏，並びに検査鼠の入手に便宜を与

えられた名古屋検疫所宮本明道所長に深甚の謝意を表し

Ｆｉｇ．３Comparisonbetweenexperimentalandnaturalinfectioninthemeasurementofencysted
larvaeofBoroSZ6”γα、"γｉｓ（Gmelin）
Thickbarindicatesconfidenceinterval（１－α＝0.95）andthinbarindicatesan
intervalbetweenbothrejectionlimits（α＝０．０５）
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j Abstract j

ON PROTOSPIRURA MURIS (GMELIN), A PARASITIC NEMATODE OF

THE BROWN RAT IN NAGOYA CITY

YUKIO SHOGAKI and SAHOKO MIZUNO

{Department of Medical Zoology, Nagoya University School of Medicine)

HlDEKO ITOH

{Nagoya City Health Research Institute)

The authors were engaged in the survey of parasitic helminths in brown rats, Rattu nor-

vegicusy in Nagoya City from May, 1968 to March 1969. During this period, 94 brown rats

were collected from Nakamura-ku and Minato-ku, Nagoya City, and adults of Protospirura muris

(Gmelin) were collected from the stomach of 16 of these brown rats, the positive rate (17.02%)

oeing comparatively higher than those observed in other cities such as Kobe, Tokyo, Fukuoka

and Kagoshima (Table 2, 3). Four other species of nematodes collected from the brown rats are

-as follows : Capillaria hepatica (Bancroft), Heterakis spumosa Schneider, Nippostrongylus brasi-

liensis (Travassos), Trichosomoides crassicauda (Bellingham). Two species of cestodes ; Hyme-

nolepis diminuta (Rudolphi) and Cysticercus fasciolaris were also collected (Table 3, Fig. 2).

Concerning the taxonomy of the Spirurid nematodes that occurred in the stomach of brown

rat, Yamaguti (1961), Yorke and Maplestone (1962) suppressed Mastophorus Diesing as a syno

nym of Protospirura Seurat, and gave the specific name P. muris (Gmelin). But Skrjabin and

Sobolov (1972), Grasse (1965) and Levine (1968) differentiated there two genera and gave the

specific name M. muris (Gmelin) to the same nematode. However, we now propose that the

specific name P. muris (Gmelin) is to be applied to this nematode according to Yamaguti (1961)

on the basis of the following generic characters ; length and breadth of female, length and breadth

of female, length and breadth of egg, shape and number of denticulation on each of two large

trilobed lateral lips, shape of cylindrical buccal capsule, distance between vulva and head end in

females, shape and number of pedunculated preanal papillae and postanal papillae, and shape and

number of spicules with gubernaculum in males (Table 1, Fig. 1).

Furthermore, experiments on life cycle of P. muris were carried out in the laboratory as

described below. Mature eggs of P. muris were collected from brown rat and were given to

Blattella germanica maintained in the laboratory, and encysted larvae were collected (Table 4,

Fig. 2). On the other hand, 112 Blattella germanica were collected in the area of Nagoya

Railway Station where the brown rats had been known of their being heavily infected with P.

muris. Seventy six encysted larvae were collected from 10 of these cockroaches. This indicates

that positive rate of natural infection of P. muris in cockroaches was as high as 8.93% in this

area (Table 5). Sixteen encysted larvae collected from the naturally infected cockroaches were

given to a white rat, and one immature female nematode was found in the stomach of this rat ;

and twentyencysted larvae collected from the experimentally infected cockroaches were given to

another white rat, and one immature female nematode was found in the stomach of this rat

(Table 6, Fig. 2). Table 7 shows a comparison of the frequency distribution of measurements
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of the six characters of encysted P. muris larvae infected experimentally and in nature. No

significant difference was found in the measurements of both the larvae in length of cyst, length

and breadth of body, distance between nerve ring and head end, distance between anus and tail

end ; but a significant difference was recognized in the distance between excretory pore and head

end (1 — a= 0.95) (Fig. 3). It may be concluded that there is actually no morphological dif

ference between the two groups of larvae. Concerning the other intermediate host of this ne-

matode, rat fleas were examined. No flease were recorded from 83 brown rats collected in Naka-

mura-ku. But 50 rat fleas, Nosopsyllus fasciatus were obtained from 17 of the 51 brown rats

collected in Minato-ku. No natural infection of encysted larvae of P. muris was found in these

fleas.

Miyata (1939) reported that the main intermediate host of P. muris in Kobe City was the

rat flea, Xenopsylla cheopis, but we were convinced that the main intermediate host in some re

stricted part of Nagoya City is the cockroach, Blattella germanica, due to the fact that the

cockroaches were susceptible to the experimental infection with P. muris eggs and that the

natural infection rate was as high as 8.93% as described above.
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